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一
、
は
じ
め
に 
  
『
平
家
物
語
』
は
、
そ
の
諸
本
を
大
き
く
語
り
本
系
と
読
み
本
系
と
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
語
り
本
系
の
う
ち
、
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
の
本
文
を
比
較
し
、
覚
一
本
が
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
百
二
十
句
本
が
「
ト
キ
ン
バ
」
と
す
る
対
応
関
係
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
１
。
本
稿
は
そ
れ
に
続
き
、「
ス
ナ
ハ
チ
」「
ト
キ
ン
バ
」
の
両
語
の
関
係
だ
け
で
な
く
、「
ニ
シ
テ
」「
ニ
オ
イ
テ
」、「
ム
ト
ス
」「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
関
係
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
平
家
物
語
諸
本
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
と
し
て
は
、「
ス
ナ
ハ
チ
」「
ト
キ
ン
バ
」
と
同
様
、
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
す
る
２
。 
 
な
お
、
本
稿
で
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」「
ト
キ
ン
バ
」
な
ど
を
「
訓
読
語
」
と
称
す
る
が
、
そ
れ
は
本
文
に
お
い
て
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
漢
文
を
訓
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
の
下
で
使
用
し
て
い
る
。
従
っ
て
、「
ニ
シ
テ
」「
ニ
オ
イ
テ
」、「
ム
ト
ス
」「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
に
つ
い
て
も
同
様
語
の
対
応
関
係
か
ら
漢
文
を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 
 
  
 
 
二
、「
則
」
字
訓
の
対
応
関
係 
  
訓
点
資
料
に
お
け
る
「
則
」
字
訓
の
関
係
に
つ
い
て
は
小
林
芳
規
氏
に
指
摘
が
存
す
る
３
。『
平
家
物
語
』
の
「
則
」
字
訓
に
つ
い
て
は
稿
者
も
検
討
を
し
た
が
、
そ
の
文
章
上
の
特
徴
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
た
め
に
改
め
て
用
例
を
掲
げ
る
。
比
較
の
方
法
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
か
ら
「
ス
ナ
ハ
チ
」「
ト
キ
ン
バ
」
を
抽
出
し
、
当
該
箇
所
を
他
本
と
比
較
を
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
比
較
に
際
し
て
は
全
文
を
対
象
と
し
、
特
に
文
書
に
限
っ
た
訳
で
は
な
い
。 
 
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
を
比
較
し
た
と
き
、
覚
一
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
全
38
例
中
、
百
二
十
句
本
の
「
ト
キ
ン
バ
」
と
対
応
し
て
い
る
も
の
が
５
例
存
し
た
。
こ
れ
ら
が
互
い
に
対
応
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
次
に
用
例
を
掲
げ
る
。
な
お
、
用
例
を
掲
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
覚
一
本
を
（
覚
）、
百
二
十
句
本
を
（
百
）
と
し
た
。 
 
（
覚
）
さ
を
し
か
の
御
耳
を
ふ
り
た
て
て
、
我
等
が
無
二
の
丹
誠
を
知
見 
し
て
、
一
々
の
懇
志
を
納
受
し
給
へ
。
然
ば
則
、
む
す
ぶ
・
は
や
玉 
の
両
所
権
現
、
お
の
お
の
機
に
随
て
、 
（
巻
第
二
、
康
頼
祝
詞
、
上
・
二
〇
一
・
四
） 
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（
百
）
ま
さ
に
有
無
妄
執
を
あ
ら
た
め
、
無
為
の
真
理
を
き
よ
む
べ
し
。 
し
か
る
と
き
は
、
結
、
早
玉
の
両
所
は
随
機
し 
（
巻
第
二
、
第
一
八
句
、
三
人
鬼
界
が
島
に
流
さ
る
る
事
、 
上
・
一
八
〇
・
一
四
） 
  
※ 
 
（
覚
）
臣
下
あ
や
し
み
て
、「
舞
陽
謀
反
の
心
あ
り
。
刑
人
を
ば
君
の
か 
た
は
ら
に
を
か
ず
、
君
子
は
刑
人
に
ち
か
づ
か
ず
、
刑
人
に
ち
か
づ 
く
は
す
な
は
ち
死
を
か
ろ
ん
ず
る
道
な
り
」
と
い
へ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
咸
陽
宮
、
上
・
三
五
一
・
一
二
） 
 
（
百
）
臣
下
あ
や
し
ん
で
、「
舞
陽
は
謀
叛
の
心
あ
り
。
刑
人
を
ば
君
の 
か
た
は
ら
に
置
か
ず
、
君
子
は
刑
人
に
は
近
づ
か
ず
。
近
づ
く
と
き 
ん
ば
、
死
を
軽
ん
ず
る
道
」
と
言
へ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
第
四
五
句
、
咸
陽
宮
、
中
・
五
五
・
５
） 
  
※ 
 
（
覚
）
帝
猷
を
か
た
ぶ
け
、
国
家
を
あ
や
ぶ
め
む
と
す
る
物
、
み
な
も
て 
敗
北
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
然
則
且
は
神
道
の
冥
助
に
ま
か
せ
、
且 
は
勅
宣
の
旨
趣
を
ま
も
て
、
は
や
く
平
氏
の
一
類
を
誅
し
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
福
原
院
宣
、
上
・
三
六
六
・
二
） 
 
 
（
百
）
帝
位
を
傾
け
ん
と
欲
し
、
国
家
を
危
う
せ
ん
と
す
る
者
、
皆
も
つ 
て
敗
北
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
し
か
る
時
ん
ば
、
か
つ
は
神
道
の
冥 
助
に
ま
か
せ
、
か
つ
は
勅
宣
の
旨
趣
を
か
う
ぶ
り
、
は
や
く
平
氏
の 
一
類
を
ほ
ろ
ぼ
し
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
第
四
六
句
、
文
覚
、
中
・
七
四
・
九
） 
 
※ 
 
（
覚
）
国
家
の
た
め
、
累
家
の
た
め
、
武
功
を
感
じ
、
武
略
を
感
ず
。
か 
く
の
如
く
な
ら
ば
則
山
上
の
精
祈
む
な
し
か
ら
ざ
る
事
を
悦
び
、
海 
内
の
恵
護
お
こ
た
り
な
き
事
を
し
ん
ぬ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
返
牒
、
下
・
八
八
・
一
五
） 
 
（
百
）
国
家
の
た
め
、
累
家
の
た
め
、
武
功
を
感
じ
、
武
略
を
感
ず
。
か 
く
の
ご
と
く
な
る
と
き
ん
ば
、
山
上
精
祈
空
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
よ 
ろ
こ
び
、
海
内
の
衛
護
の
お
こ
た
り
な
き
こ
と
を
知
ら
ん
。 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
六
句
、
義
仲
山
門
牒
状
、
中
・
二
〇
八
・
一
二
） 
 
※ 
 
（
覚
）
篭
鳥
雲
を
恋
ふ
る
お
も
ひ
、
遥
に
千
里
の
南
海
に
う
か
び
、
帰
雁 
友
を
失
ふ
心
、
さ
だ
め
て
九
重
の
中
途
に
通
ぜ
ん
か
。
し
か
れ
ば
則 
三
種
の
神
器
を
か
へ
し
入
た
て
ま
つ
ら
ん
に
お
ひ
て
は
、
彼
卿
を
寛 
宥
せ
ら
る
べ
き
也
。（
巻
第
十
、
八
嶋
院
宣
、
下
・
二
四
八
・
九
） 
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（
百
）
篭
鳥
雲
を
恋
ひ
て
、
思
ひ
を
は
る
か
に
千
里
の
南
海
に
う
か
ぶ
。 
帰
雁
友
を
失
つ
て
、
心
さ
だ
め
て
旧
都
の
中
途
に
か
よ
は
ん
や
。 
し
か
る
と
き
ん
ば
、
三
種
の
神
器
こ
と
ゆ
ゑ
な
く
都
に
返
し
入
れ 
た
て
ま
つ
ら
ば
、
か
の
卿
に
お
い
て
は
、
す
み
や
か
に
寛
宥
せ
ら 
る
べ
き
も
の
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
十
、
屋
島
院
宣
、
下
・
一
四
一
・
二
） 
  
覚
一
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
百
二
十
句
本
の
「
ト
キ
ン
バ
」
と
が
対
応
す
る
用
例
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
す
べ
て
院
宣
、
牒
状
な
ど
の
文
書
に
み
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、「
ト
キ
ン
バ
」「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
組
み
合
わ
せ
は
覚
一
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
に
対
し
て
百
二
十
句
本
の
「
ト
キ
ン
バ
」
が
用
い
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
逆
の
組
み
合
わ
せ
は
存
し
な
い
。 
 
上
記
以
外
の
覚
一
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
は
百
二
十
句
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
対
応
す
る
用
例
も
存
し
、
必
ず
覚
一
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
百
二
十
句
本
の
「
ト
キ
ン
バ
」
と
が
対
応
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
百
二
十
句
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
は
先
に
対
応
関
係
の
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
文
書
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
覚
一
本
に
「
則
」
字
訓
と
考
え
ら
れ
る
「
ト
キ
ン
バ
」
が
存
せ
ず
、
常
に
百
二
十
句
本
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
覚
一
本
で
は
「
則
」
字
を
す
べ
て
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
し
、
百
二
十
句
本
で
は
「
ト
キ
ン
バ
」「
ス
ナ
ハ
チ
」
両
様
の
語
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
そ
こ
で
次
に
、
百
二
十
句
本
に
お
け
る
「
ト
キ
ン
バ
」
の
使
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
覚
一
本
の
「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
対
応
関
係
に
無
い
「
ト
キ
ン
バ
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。 
 
百
二
十
句
本
に
は
次
に
記
す
用
例
が
存
し
た
。 
 
①
（
百
）
こ
こ
に
老
子
の
御
詞
こ
そ
思
ひ
知
ら
れ
て
候
へ
。『
功
な
り
名 
を
と
げ
て
、
身
し
り
ぞ
け
位
を
さ
げ
ざ
る
と
き
ん
ば
、
そ
の
害
に 
あ
ふ
』
と
言
へ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
二
、
第
一
六
句
、
大
教
訓
、
上
・
一
五
九
・
三
） 
 
②
（
百
）『
流
れ
を
尽
く
し
て
す
な
ど
る
と
き
ん
ば
、
多
く
の
魚
あ
り
と 
い
へ
ど
も
、
明
年
に
は
魚
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
五
句
、
玄
肪
の
沙
汰
、
中
・
一
九
九
・
六
） 
 
③
（
百
）
な
ん
ぞ
た
が
ひ
に
生
死
の
き
づ
な
を
切
り
、
ひ
と
つ
蓮
の
身
と 
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
か
へ
つ
て
順
縁
に
至
ら
ん
や
。
し
か
る
と
き
ん 
ば
、
閑
居
の
地
を
占
め
、
よ
ろ
し
く
彼
の
御
菩
提
を
弔
ひ
た
て
ま 
つ
る
も
の
な
り
。 
 
 
 
 
 
（
巻
第
九
、
第
八
九
句
、
一
の
谷
、
下
・
一
一
四
・
一
四
） 
 
④
（
百
）
い
は
ん
や
底
下
薄
地
の
凡
夫
に
お
い
て
を
や
。
し
か
る
と
き
ん 
ば
、
去
ん
ぬ
る
七
日
、
う
ち
立
ち
し
朝
よ
り
、
今
日
の
夕
べ
に
至 
る
ま
で
、
そ
の
面
影
い
ま
だ
身
を
離
れ
ず
。 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
九
、
第
八
九
句
、
一
の
谷
、
下
・
一
一
六
・
二
） 
 
⑤
（
百
）
一
悪
を
も
つ
て
そ
の
善
を
す
て
ず
、
小
暇
を
も
つ
て
そ
の
功
を 
お
ほ
ふ
こ
と
な
か
れ
。
し
か
る
と
き
ん
ば
、
当
家
代
々
の
奉
公
、 
亡
父
数
度
の
忠
節
、
お
ぼ
し
め
し
忘
れ
ず
ん
ば
、 
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（
巻
第
十
、
第
九
十
二
句
、
屋
島
院
宣
、
下
・
一
四
五
・
四
） 
  
①
②
に
つ
い
て
は
、
出
典
と
し
て
『
老
子
』
道
経
上
の
「
功
成
名
遂
身
退
天
之
道
」、『
貞
観
政
要
』
直
言
諌
争
第
十
の
「
竭
沢
而
漁
非
不
得
魚
明
無
魚
」
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
存
す
る
４
。
こ
の
指
摘
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
の
「
ト
キ
ン
バ
」
は
「
則
」
字
の
訓
読
語
で
は
な
く
、
補
読
を
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 
 
③
④
⑤
は
文
書
の
用
例
で
あ
る
。
や
は
り
、
そ
の
用
例
は
漢
籍
の
引
用
部
文
か
文
書
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
漢
文
訓
読
と
の
係
わ
り
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
先
の
対
応
関
係
と
矛
盾
し
な
い
。 
   
 
 
三
、「
於
」
字
訓
の
対
応
関
係 
  
次
に
、「
於
」
字
訓
で
あ
る
「
ニ
シ
テ
」「
ニ
オ
イ
テ
」
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。
検
討
に
際
し
て
は
、「
ニ
シ
テ
」「
ニ
オ
イ
テ
」
の
場
所
を
指
示
す
る
場
合
と
そ
れ
以
外
の
場
合
と
を
両
方
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
、
全
体
と
し
て
結
論
を
導
き
だ
す
方
向
が
も
っ
と
も
確
実
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
場
所
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
非
常
に
固
定
的
な
用
法
に
と
ど
ま
り
、
又
異
同
も
存
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
こ
れ
ら
を
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
用
法
を
場
所
に
限
り
、
そ
の
用
法
内
で
「
ニ
シ
テ
」
と
「
ニ
オ
イ
テ
」
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
だ
け
で
も
使
い
分
け
に
対
す
る
規
範
意
識
を
窺
う
に
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
場
所
以
外
の
用
法
の
も
の
を
対
象
か
ら
外
す
こ
と
に
よ
る
結
論
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
 
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
内
部
で
「
ニ
シ
テ
」
と
「
ニ
オ
イ
テ
」
の
使
い
分
け
が
存
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
用
法
を
場
所
に
限
っ
た
場
合
、
次
に
示
す
よ
う
な
使
用
状
況
が
見
ら
れ
た
。 
 
      
  
表
中
丸
括
弧
に
包
ん
で
示
し
た
用
例
数
は
、「
況
」
字
と
呼
応
し
て
用
い
た
れ
た
「
ニ
オ
イ
テ
」
で
あ
り
、
内
数
を
示
す
。
覚
一
本
で
は
「
況
」
字
や
係
助
詞
「
は
」
を
伴
う
と
い
っ
た
固
定
的
な
用
法
を
除
く
一
例
に
場
所
を
指
示
す
る
「
ニ
オ
イ
テ
」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
体
の
割
合
か
ら
す
る
と
僅
か
2.9
％
で
あ
る
。
一
方
百
二
十
句
本
は
22.7
％
に
上
り
、
比
較
的
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
５
。
そ
の
、
百
二
十
句
本
に
も
ち
い
ら
れ
た
「
ニ
オ
イ
テ
」
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
「
況
」
と
呼
応
す
る
４
例
を
除
く
５
例
す
べ
て
、
一
般
的
に
変
体
漢
文
と
さ
れ
る
牒
状
の
部
分
に
偏
っ
て
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
百
二
十
句
本
に
お
い
て
は
普
通
文
で
は
「
ニ
シ
テ
」、
牒
状
等
の
文
で
は
「
ニ
オ
イ
テ
」
を
使
用
す
る
と
い
う
傾
向
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
を
比
較
し
、
さ
ら
に
他
本
と
の
比
較
も
あ
わ
せ
て
行
な
い
た
い
。 
 
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
を
対
照
さ
せ
た
も
の
が
次
の
表
で
あ
る
。 
百
二
十
句
本 
覚
一
本 
 
22 35 
ニ
シ
テ 
９
（
４
） 
５
（
４
） 
ニ
オ
イ
テ 
22
              
 
な
お
、
こ
の
表
は
覚
一
本
、
百
二
十
句
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
「
ニ
シ
テ
」「
ニ
オ
イ
テ
」
か
ら
他
本
を
対
照
し
た
際
に
ど
の
よ
う
な
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
例
え
ば
百
二
十
句
本
の
「
ニ
テ
」
が
覚
一
本
の
「
ニ
テ
」
と
対
応
し
て
い
る
用
例
数
に
つ
い
て
は
確
認
を
し
て
い
な
い
の
で
、「
－
」
と
し
て
い
る
。 
 
さ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
覚
一
本
が
「
ニ
シ
テ
」
に
対
し
て
百
二
十
句
本
が
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
し
て
い
る
対
応
４
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
対
応
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ら
ば
、「
ニ
シ
テ
」
と
「
ニ
オ
イ
テ
」
の
組
合
せ
に
よ
る
対
応
関
係
は
す
べ
て
百
二
十
句
本
が
「
ニ
オ
イ
テ
」、
覚
一
本
が
「
ニ
シ
テ
」
で
あ
り
、
先
の
「
則
」
字
訓
の
場
合
と
同
様
そ
の
逆
は
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
り
詳
密
に
考
察
を
す
る
た
め
に
、
問
題
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
諸
本
の
比
較
を
行
な
う
。 
 
さ
ら
に
、
百
二
十
句
本
の
「
ニ
オ
イ
テ
」
９
例
す
べ
て
に
つ
い
て
説
明
を
試
み
る
が
、
説
明
の
順
序
と
し
て
覚
一
本
の
「
ニ
シ
テ
」
と
の
対
応
部
分
、「
ニ
テ
」
と
の
対
応
部
分
、「
ニ
オ
イ
テ
」
と
の
対
応
部
分
、
と
い
う
順
に
記
す
こ
と
と
す
る
。 
 
① （
覚
）
義
仲
去
じ
年
の
秋
、
宿
意
を
達
せ
ん
が
た
め
に
、
旗
を
あ
げ
剣
を 
と
て
信
州
を
出
し
日
、
越
後
国
の
住
人
城
四
郎
長
茂
、
数
万
の
軍
兵 
を
率
し
て
発
向
せ
し
む
る
間
、
当
国
横
田
河
に
し
て
合
戦
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
木
曽
山
門
牒
状
、
下
・
八
六
・
七
） 
 
（
百
）
そ
の
宿
意
を
達
せ
ん
が
た
め
に
、
去
年
の
秋
、
旗
を
あ
げ
、
剣
を 
と
つ
て
、
信
濃
を
出
で
し
時
、
越
後
の
国
の
住
人
城
四
郎
長
茂
、
数 
万
の
軍
兵
を
召
し
具
し
発
向
せ
し
む
る
の
あ
ひ
だ
、
当
国
横
田
川
に 
お
い
て
合
戦
す
。 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
六
句
、
義
仲
山
門
牒
状
、
中
・
二
〇
五
・
六
） 
  
※ 
 
② （
覚
）
風
聞
ひ
ろ
き
に
及
で
、
平
氏
の
大
将
十
万
の
軍
士
を
率
し
て
北
陸 
に
発
向
す
。
越
州
・
賀
州
・
砥
浪
・
黒
坂
・
塩
坂
・
篠
原
以
下
の
城 
 
百 二 十 句 本 
計 他 
ニ
テ 
ニ
オ
イ
テ 
ニ
シ
テ 
35 ４ 11 ４ 16 
ニ
シ
テ 
覚
一
本 
５ １ ０ ４ ０ 
ニ
オ
イ
テ 
－ － － １ ４ 
ニ
テ 
－ － － ０ １ 他 
－ － － ９ 21 計 
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郭
に
し
て
数
ヵ
度
合
戦
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
木
曽
山
門
牒
状
、
下
・
八
六
・
九
） 
 
（
百
）
風
聞
広
き
に
及
ん
で
、
平
氏
の
大
将
十
万
の
軍
衆
を
北
陸
に
発
向 
す
。
越
州
、
加
州
の
砥
波
、
黒
坂
、
塩
坂
、
篠
原
以
下
の
城
郭
に
お 
い
て
数
箇
度
の
合
戦
、 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
六
句
、
義
仲
山
門
牒
状
、
中
・
二
〇
五
・
九
） 
  
※ 
 
③ （
覚
）
今
月
十
四
日
の
院
宣
、
同
廿
八
日
讃
岐
国
八
嶋
の
磯
に
到
来
。
謹 
以
承
る
と
こ
ろ
如
件
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
ゐ
て
か
れ
を
案
ず
る
に
、 
通
盛
卿
以
下
当
家
数
輩
、
摂
州
一
谷
に
し
て
既
に
誅
せ
ら
れ
お
は
ぬ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
十
、
請
文
、
下
・
二
五
一
・
一
三
） 
 
（
百
）
今
月
十
四
日
の
院
宣
、
同
じ
き
二
十
八
日
、
讃
岐
の
国
屋
島
の
磯 
に
到
来
す
。
謹
ん
で
承
る
と
こ
ろ
、
件
の
ご
と
し
。
た
だ
し
こ
れ
に 
つ
き
、
か
れ
を
案
ず
る
に
、
通
盛
の
卿
以
下
、
当
家
数
輩
、
摂
州
一 
の
谷
に
お
い
て
、
討
た
れ
を
は
ん
ぬ
。 
 
 
 
 
 
（
巻
第
十
、
第
九
二
句
、
屋
島
院
宣
、
下
・
一
四
三
・
一
〇
） 
  
※ 
 
④ 
（
覚
）
し
か
る
を
闘
戦
両
家
の
陣
を
あ
は
す
と
い
へ
共
、
士
卒
い
ま
だ
一 
致
の
勇
を
え
ざ
る
間
、
区
の
心
お
そ
れ
た
る
処
に
、
今
一
陣
旗
を
あ 
ぐ
る
戦
場
に
し
て
、
忽
に
三
所
和
光
の
社
壇
を
拝
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
願
書
、
下
・
七
一
・
三
） 
 
（
百
）
闘
戦
両
家
の
陣
を
あ
は
す
と
い
へ
ど
も
、
士
卒
い
ま
だ
一
塵
の
勇 
を
得
ざ
る
の
あ
ひ
だ
、
ま
ち
ま
ち
心
お
そ
れ
を
な
す
と
こ
ろ
に
、
い 
ま
一
陣
に
お
い
て
旗
を
戦
場
に
挙
げ
て
、
た
ち
ま
ち
三
所
和
光
の
社 
壇
を
拝
し
、
機
感
純
熟
、
す
で
に
あ
き
ら
か
な
り
。 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
三
句
、
木
曽
の
願
書
、
中
・
一
八
八
・
一
一
） 
  
以
上
の
用
例
す
べ
て
文
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
文
書
部
分
に
特
徴
的
に
現
れ
る
こ
と
は
「
則
」
字
と
同
様
に
指
摘
で
き
る
。 
 
④
の
用
例
は
、
覚
一
本
が
「
戦
場
」、
百
二
十
句
本
が
「
一
陣
」
を
指
示
し
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
対
応
箇
所
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
該
部
分
を
斯
道
文
庫
本
に
よ
る
と
「
一
陣
（
ニ
）
於
（
テ
）
旗
（
ヲ
）
揚
ル
ニ
戦
場
（
ニ
）
於
（
テ
）
三
所
和
光
（
ノ
）
社
壇
（
ヲ
）
拝
（
ス
）」
と
訓
読
で
き
、
先
の
「
於
」
字
は
百
二
十
句
本
、
後
の
「
於
」
字
は
覚
一
本
に
対
応
す
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
本
の
「
ニ
シ
テ
」
と
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
は
「
於
」
字
を
訓
読
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
６
。 
 
以
上
、
百
二
十
句
本
の
「
ニ
オ
イ
テ
」
が
覚
一
本
の
「
ニ
シ
テ
」
に
対
応
し
て
い
る
部
分
は
本
来
的
な
表
記
と
し
て
、
漢
字
表
記
が
想
定
さ
れ
る
文
書
部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
次
に
、
百
二
十
句
本
の
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
覚
一
本
の
「
ニ
テ
」
と
対
応
24
す
る
一
例
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。
こ
の
部
分
も
、
前
出
の
木
曽
の
大
夫
覚
明
に
よ
る
山
門
に
対
す
る
牒
状
で
あ
る
。 
 
（
覚
）
近
境
の
源
氏
猶
参
候
せ
ず
、
況
や
遠
境
に
お
い
て
を
や
。
し
か
る 
を
園
城
寺
者
分
限
な
き
に
よ
て
南
都
へ
を
も
む
か
し
め
給
ふ
間
、
宇 
治
橋
に
て
合
戦
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
木
曽
山
門
牒
状
、
下
・
八
五
・
一
六
） 
 
（
百
）
近
境
の
源
氏
な
ほ
参
候
せ
ず
、
い
は
ん
や
遠
境
に
お
い
て
を
や
。 
し
か
る
に
、
園
城
寺
は
分
限
な
き
に
よ
つ
て
、
南
城
に
お
も
む
か
し 
め
給
ふ
の
間
、
宇
治
橋
に
お
い
て
合
戦
す
。 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
十
六
句
、
義
仲
山
門
牒
状
、
中
・
二
〇
四
・
一
〇
） 
  
こ
の
用
例
は
覚
一
本
が
「
ニ
テ
」
を
用
い
て
い
る
。「
ニ
テ
」
は
「
ニ
シ
テ
」「
ニ
オ
イ
テ
」
が
漢
文
訓
読
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
和
文
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
用
例
に
つ
い
て
は
「
ニ
シ
テ
」
と
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
の
対
応
関
係
の
枠
組
み
の
な
か
で
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
寧
ろ
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
と
の
対
応
関
係
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
が
、
諸
本
を
比
較
す
る
と
、
斯
道
文
庫
本
、
平
松
家
本
、
屋
代
本
、
竹
柏
園
本
、
鎌
倉
本
の
す
べ
て
に
「
於
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
覚
一
本
の
「
ニ
テ
」
に
つ
い
て
、「
於
」
字
を
「
ニ
テ
」
と
解
釈
し
た
の
か
、
或
い
は
覚
一
本
の
前
段
階
で
は
「
ニ
シ
テ
」
と
あ
っ
た
も
の
が
「
ニ
テ
」
と
あ
や
っ
て
転
写
さ
れ
た
も
の
か
直
ち
に
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
百
二
十
句
本
が
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
覚
一
本
で
も
漢
文
か
ら
の
訓
読
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
と
こ
れ
ま
で
の
用
例
の
枠
内
に
組
み
入
れ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
固
定
的
な
用
法
の
も
の
を
除
き
、
百
二
十
句
本
の
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
覚
一
本
の
「
ニ
シ
テ
」
と
が
対
応
し
て
い
る
部
分
は
原
表
記
と
し
て
漢
字
表
記
が
想
定
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
。
と
こ
ろ
が
、
漢
字
表
記
が
想
定
さ
れ
る
部
分
に
あ
っ
て
も
「
ニ
シ
テ
」
と
「
ニ
オ
イ
テ
」
と
が
対
応
し
て
い
な
い
用
例
が
ひ
と
つ
存
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
記
す
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。 
 
（
覚
）
か
け
ま
く
も
忝
く
、
日
本
第
一
大
領
験
、
熊
野
三
所
権
現
、
飛
龍 
大
薩
藉
の
教
り
や
う
、
宇
豆
の
広
前
に
し
て
、
信
心
の
大
施
主
、
羽 
林
藤
原
成
経
、
并
沙
弥
性
照
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
二
、
康
頼
祝
詞
、
上
・
二
〇
〇
・
七
） 
 
（
百
）
か
け
ま
く
も
か
た
じ
け
な
く
、
日
本
第
一
の
大
霊
験
、
熊
野
三
所 
権
現
、
な
ら
び
に
飛
滝
大
薩
藉
教
令
、
宇
津
の
広
前
に
し
て
、
信
心 
の
大
施
主
、
羽
林
藤
原
の
成
経
、
沙
弥
性
照
、 
（
巻
第
二
、
第
一
八
句
、
三
人
鬼
界
が
島
に
流
さ
る
る
事
、 
上
・
一
七
九
・
九
） 
  
こ
の
用
例
は
、
康
頼
の
祝
詞
の
部
分
で
あ
る
の
で
原
表
記
は
漢
字
表
記
が
予
想
さ
れ
る
７
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
用
例
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
斯
道
文
庫
本
を
は
じ
め
と
し
て
す
べ
て
の
諸
本
に
「
於
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
関
係
は
す
べ
て
「
於
」
字
訓
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
用
例
は
場
所
を
指
示
す
る
た
め
に
「
ニ
シ
テ
」
を
補
読
し
た
語
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
25
し
た
が
っ
て
、
諸
本
に
よ
っ
て
訓
読
の
方
法
に
二
様
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
用
例
は
一
向
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
８
。 
 
原
平
家
物
語
の
表
記
と
し
て
漢
字
表
記
が
予
想
さ
れ
る
部
分
に
お
け
る
「
於
」
字
が
百
二
十
句
本
と
覚
一
本
と
の
間
で
読
み
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 
 
以
上
の
調
査
よ
り
、
次
の
三
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
 
一
、
覚
一
本
で
は
場
所
を
示
す
際
に
は
「
ニ
シ
テ
」
を
使
用
し
、
百
二 
十
句
本
で
は
「
ニ
オ
イ
テ
」
を
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、「
ニ 
シ
テ
」
も
部
分
的
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
。 
 
二
、
二
本
の
対
応
関
係
を
調
査
し
た
結
果
、
覚
一
本
で
「
ニ
シ
テ
」
と 
あ
る
と
こ
ろ
を
百
二
十
句
本
で
は
「
ニ
オ
イ
テ
」
を
多
く
使
用
し 
て
い
た
。 
 
三
、
二
の
事
象
が
指
摘
で
き
る
の
は
原
表
記
が
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と 
考
え
ら
れ
る
文
書
の
部
分
で
あ
る
。 
   
 
四
、「
欲
」
字
訓
の
対
応
関
係 
  
次
に
、「
欲
」
字
訓
を
取
り
上
げ
る
。「
欲
」
字
訓
と
し
て
は
、「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」「
ム
ト
ス
」「
ム
ト
オ
モ
フ
」「
マ
ク
ホ
ツ
ス
」
の
訓
が
存
す
る
。
そ
こ
で
総
索
引
９
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
語
を
検
索
し
、
諸
本
を
対
応
さ
せ
、
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。
な
お
、「
ム
ト
ス
」
と
類
義
関
係
に
あ
る
「
ム
ズ
」「
ウ
ズ
」
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
な
っ
た
。 
 
「
欲
」
字
訓
に
は
既
述
の
と
お
り
、
複
数
語
形
存
す
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
対
応
関
係
に
よ
っ
て
用
例
を
記
す
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
該
当
す
る
部
分
を
諸
本
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
調
査
を
行
な
い
、
覚
一
本
、
百
二
十
句
本
の
仮
名
書
部
分
が
「
欲
」
字
訓
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
な
お
、
諸
本
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、「
欲
」
字
に
「
ス
」
と
付
訓
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
用
例
か
、
付
訓
さ
れ
て
い
な
い
。「
欲
ス
」
に
は
、「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」「
ム
ト
ス
」
の
二
通
り
に
解
釈
で
き
そ
の
何
れ
を
決
定
し
が
た
い
。
従
っ
て
、
「
欲
」
字
訓
の
内
「
ス
」
を
付
訓
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
に
到
ら
な
か
っ
た
。 
 
は
じ
め
に
、
覚
一
本
が
「
ム
ト
ス
」、
百
二
十
句
本
が
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
の
用
例
を
記
す
。
こ
の
対
応
関
係
に
あ
る
も
の
は
五
例
存
し
た
。 
 
① （
覚
）
右
入
道
浄
海
、
ほ
し
い
ま
ゝ
に
王
法
を
う
し
な
ひ
、
仏
法
を
ほ
ろ 
ぼ
さ
ん
と
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
山
門
牒
状
、
上
・
二
九
七
・
一
〇
） 
 
（
百
）
右
、
入
道
浄
海
、
ほ
し
い
ま
ま
に
仏
法
を
失
ひ
、
王
法
を
ほ
ろ
ぼ 
さ
ん
と
欲
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
〇
・
一
一
） 
  
 
 
 
※ 
 
② （
覚
）
こ
ゝ
に
院
宣
と
号
し
て
出
し
た
て
ま
つ
る
べ
き
む
ね
、
せ
め
あ
り 
と
い
へ
ど
も
、
衆
徒
一
向
こ
れ
を
を
し
み
奉
る
。
仍
彼
禅
門
、
武
士 
を
当
寺
に
い
れ
ん
と
す
。 
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（
巻
第
四
、
南
都
牒
状
、
上
・
二
九
九
・
一
五
） 
 
（
百
）
こ
こ
に
「
院
宣
」
と
号
し
、
官
軍
を
は
な
ち
つ
か
は
す
べ
き
の
む 
ね
、
そ
の
責
め
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
衆
徒
、
一
向
こ
れ
を
惜
し
み
た 
て
ま
つ
る
に
よ
つ
て
、
か
の
禅
門
、
武
士
を
当
寺
に
入
れ
ん
と
欲
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
三
・
八
） 
  
 
 
 
※ 
 
③ （
覚
）
十
八
日
辰
一
点
に
大
衆
を
を
こ
し
、
諸
寺
に
牒
奏
し
、
末
寺
に
下 
知
し
、
軍
士
を
ゑ
て
後
、
案
内
を
達
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
青
鳥 
飛
来
て
は
う
か
ん
を
な
げ
た
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
南
都
牒
状
、
上
・
三
〇
二
・
九
） 
 
（
百
）
か
ね
て
用
意
を
い
た
し
、
十
八
日
辰
の
一
点
に
大
衆
を
お
こ
し
て
、 
十
九
日
諸
寺
牒
送
し
、
末
寺
に
下
知
し
て
群
衆
を
得
て
、
の
ち
に
案 
内
を
の
べ
ん
と
欲
す
る
の
と
こ
ろ
に
、
青
鳥
飛
び
来
た
つ
て
芳
翰
を 
投
ず
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
七
・
七
） 
  
 
 
 
※ 
 
④ （
覚
）
平
家
末
に
な
る
折
を
得
て
、
源
氏
の
年
来
の
素
懐
を
と
げ
ん
と
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
六
、
廻
文
、
上
・
四
〇
三
・
一
四
） 
 
（
百
）「
平
家
末
に
な
る
を
り
を
得
て
、
源
氏
年
来
の
素
懐
を
と
げ
ん
」 
と
欲
す
。 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
六
、
第
五
四
句
、
義
仲
謀
反
、
中
・
一
三
〇
・
六
） 
  
 
 
 
※ 
 
⑤ （
覚
）
運
天
道
に
ま
か
せ
て
、
身
を
国
家
に
な
ぐ
。
試
に
義
兵
を
お
こ
し 
て
、
凶
器
を
退
け
ん
と
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
願
書
、
下
・
七
一
・
一
） 
 
（
百
）
運
を
天
道
に
ま
か
せ
、
身
を
国
家
に
な
げ
う
ち
、
試
み
に
義
兵
を 
起
し
、
凶
器
を
退
け
ん
と
欲
す
。 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
三
句
、
木
曽
の
願
書
、
中
・
一
八
八
・
八
） 
  
以
上
、
牒
状
が
三
例
、
願
書
が
一
例
、
普
通
文
が
一
例
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
う
ち
普
通
文
が
一
例
存
し
て
い
る
。
前
か
ら
④
に
記
し
た
巻
六
の
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
訓
読
語
の
対
応
関
係
は
本
来
的
に
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
牒
状
等
の
文
書
か
漢
籍
の
引
用
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
部
分
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
用
例
が
た
し
か
に
仏
書
訓
と
漢
籍
訓
と
の
対
応
関
係
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
様
な
対
応
関
係
は
訓
読
文
の
み
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
普
通
文
に
も
及
ん
で
い
る
と
い
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う
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
箇
所
を
他
の
諸
本
に
求
め
る
と
当
該
部
分
に
「
欲
」
字
を
宛
て
て
い
る
も
の
は
斯
道
文
庫
本
、
平
松
本
で
、
鎌
倉
本
、
竹
柏
園
本
、
屋
代
本
は
「
ム
ト
ス
」
相
当
の
読
み
添
え
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
④
の
用
例
以
外
に
つ
い
て
は
、「
ム
ト
ス
」「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
の
対
応
箇
所
に
は
「
欲
」
字
を
宛
て
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
用
例
に
つ
い
て
は
、「
欲
」
字
を
二
様
に
訓
読
し
た
も
の
で
は
な
く
、
単
に
意
味
的
に
「
ム
ト
ス
」
と
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
と
が
通
じ
て
い
た
た
め
に
二
様
に
表
記
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
用
例
を
、
他
の
用
例
か
ら
積
極
的
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 
 
次
に
、
覚
一
本
が
「
ム
ト
オ
モ
フ
」、
百
二
十
句
本
が
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
の
用
例
が
一
例
存
し
た
。
こ
れ
は
牒
状
の
用
例
で
あ
る
。 
 
（
覚
）
殊
に
合
力
を
い
た
し
て
、
当
寺
の
破
滅
を
助
ら
れ
ん
と
お
も
ふ
状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
山
門
牒
状
、
上
・
二
九
七
・
九
） 
 
（
百
）
殊
に
合
力
を
い
た
し
、
当
寺
の
仏
法
破
滅
を
助
け
ら
れ
ん
と
欲
す 
る
の
状
。 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
〇
・
一
〇
） 
  
こ
こ
ま
で
の
計
６
例
が
訓
読
さ
れ
た
対
応
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
関
係
と
は
逆
の
用
例
も
存
し
た
。
先
に
、
覚
一
本
が
「
ム
ト
オ
モ
フ
」、
百
二
十
句
本
が
「
ム
ト
ス
」
の
用
例
二
例
を
次
に
記
す
。 
 
（
覚
）
痛
哉
、
不
孝
の
罪
を
の
が
れ
ん
と
お
も
へ
ば
、
君
の
御
た
め
に
既 
に
不
忠
の
逆
臣
と
な
り
ぬ
べ
し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
二
、
烽
火
之
沙
汰
、
上
・
一
七
四
・
九
） 
 
（
百
）
い
た
ま
し
き
か
な
、
不
孝
の
罪
を
の
が
れ
ん
と
す
れ
ば
、
君
の
御 
た
め
に
す
で
に
不
忠
の
逆
臣
と
も
な
り
ぬ
べ
し
。 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
二
、
第
一
六
句
、
大
教
訓
、
上
・
一
五
八
・
一
三
） 
  
 
 
 
 
※ 
 
（
覚
）
祈
祷
を
求
む
と
い
へ
ど
も
、
霧
露
散
じ
が
た
し
。
し
か
じ
、
心
符 
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
抽
で
て
、
か
さ
ね
て
斗
薮
の
行
を
く
は
た
て
ん
と 
お
も
ふ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
富
士
川
、
上
・
三
六
九
・
一
六
） 
 
（
百
）
祈
祷
を
求
む
る
と
い
へ
ど
も
、
霧
露
散
じ
が
た
し
。
萍
桂
し
き
り 
に
転
ず
。
な
ほ
医
術
の
験
を
施
す
事
な
く
、
心
符
の
心
ざ
し
に
し
か 
ず
。
か
さ
ね
て
斗
薮
の
行
を
く
は
だ
た
ん
と
す
。 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
第
四
七
句
、
平
家
東
国
下
向
、
中
・
八
〇
・
六
） 
  
先
の
用
例
は
会
話
文
、
後
の
用
例
は
願
文
で
あ
る
。
表
記
と
し
て
本
来
的
に
漢
字
表
記
で
な
い
前
の
用
例
に
つ
い
て
は
訓
読
法
に
よ
る
差
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
後
の
用
例
で
あ
る
願
文
に
つ
い
て
は
、
本
来
的
に
漢
字
表
記
で
あ
る
部
分
で
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。 
 
そ
し
て
最
後
に
、
文
書
部
分
の
用
例
と
し
て
覚
一
本
が
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」、
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百
二
十
句
本
が
「
ム
ト
ス
」
と
し
て
い
る
用
例
が
一
例
存
す
る
。 
 
（
覚
）
し
か
の
み
な
ら
ず
、
甲
冑
を
枕
と
し
弓
箭
を
業
と
す
る
本
意
、
し 
か
し
な
が
ら
亡
魂
の
い
き
ど
ほ
り
を
や
す
め
た
て
ま
つ
り
、
年
来
の 
宿
望
を
と
げ
ん
と
欲
す
る
外
他
事
な
し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
一
一
、
腰
越
、
下
・
三
六
六
・
一
） 
 
（
百
）
甲
冑
を
枕
と
し
、
弓
矢
を
業
と
す
る
本
意
、
し
か
な
が
ら
亡
魂
の 
憤
り
を
や
す
め
た
て
ま
つ
り
、
年
来
の
宿
望
を
遂
げ
ん
と
す
る
こ
と
、 
他
事
な
し
。 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
一
二
、
第
一
一
四
句
、
腰
越
、
下
・
三
二
九
・
四
） 
  
こ
の
用
例
は
「
腰
越
状
」
で
、
源
義
経
か
ら
頼
朝
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。 
 
こ
こ
ま
で
、
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
の
間
で
異
な
る
「
欲
」
字
訓
を
用
い
て
い
る
例
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
丸
括
弧
内
は
全
用
例
中
、
普
通
文
等
の
文
書
以
外
の
用
例
数
を
示
す
。 
  
 
 
覚
一
本 
 
 
百
二
十
句
本 
 
 
①
ム
ト
ス 
 
 
ム
ト
ホ
ツ
ス 
 
 
 
五
例
（
一
例
） 
 
 
②
ム
ト
オ
モ
フ 
ム
ト
ホ
ツ
ス 
 
 
 
一
例 
 
 
③
ム
ト
オ
モ
フ 
ム
ト
ス 
 
 
 
 
 
二
例
（
一
例
） 
 
 
④
ム
ト
ホ
ツ
ス 
ム
ト
ス 
 
 
 
 
 
一
例 
  
「
欲
」
字
訓
で
あ
る
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」「
ム
ト
ス
」「
ム
ト
オ
モ
フ
」「
マ
ク
ホ
ツ
ス
」
に
は
訓
点
資
料
の
性
質
に
よ
る
使
い
分
け
の
あ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
０
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
①
の
覚
一
本
「
ム
ト
ス
」
に
対
し
て
百
二
十
句
本
「
ホ
ツ
ス
」
は
、
仏
書
訓
に
対
す
る
漢
籍
訓
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
全
体
の
用
例
数
が
少
な
く
、
ま
た
『
平
家
物
語
』
の
本
文
に
ど
の
程
度
漢
籍
・
仏
書
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
か
は
ま
た
改
め
て
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。 
 
一
方
で
、
先
に
「
則
」
字
訓
と
「
於
」
字
訓
と
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
語
の
対
応
関
係
と
し
て
覚
一
本
が
仏
書
訓
で
あ
り
、
百
二
十
句
本
が
漢
籍
訓
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、「
欲
」
字
訓
だ
け
か
ら
は
傾
向
が
指
摘
で
き
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
他
の
助
辞
に
関
わ
る
訓
読
語
を
合
わ
せ
考
え
る
と
傾
向
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
 
こ
こ
ま
で
異
な
る
「
欲
」
字
訓
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て
き
た
が
、
二
本
で
同
じ
訓
読
語
を
用
い
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
用
例
を
掲
げ
る
。
次
の
用
例
に
つ
い
て
は
牒
状
の
用
例
で
あ
り
、
覚
一
本
、
百
二
十
句
本
共
に
「
ム
ト
ス
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
将
」
字
を
「
マ
サ
ニ
～
ム
ト
ス
」
と
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
字
表
記
と
し
て
「
将
」
字
で
あ
る
こ
と
は
、
他
の
諸
本
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。 
 
（
覚
）
仏
法
と
云
王
法
云
、
一
時
に
ま
さ
に
破
滅
せ
ん
と
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
南
都
牒
状
、
上
・
二
九
九
・
一
五
） 
 
（
百
）
仏
法
と
い
ひ
、
王
法
と
い
ひ
、
ま
さ
に
破
滅
せ
ん
と
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
三
・
八
） 
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さ
て
、
次
に
示
す
用
例
４
例
は
す
べ
て
牒
状
で
あ
る
。
そ
し
て
覚
一
本
、
百
二
十
句
本
共
に
「
欲
」
字
訓
「
ム
ト
ス
」
を
用
い
て
い
る
例
が
二
例
、
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
を
用
い
て
い
る
例
が
二
例
で
あ
る
。 
 
（
覚
）
右
入
道
浄
海
が
為
に
、
貴
寺
の
仏
法
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
る
よ
し 
の
事
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
南
都
牒
状
、
上
・
三
〇
〇
・
一
二
） 
 
（
百
）
入
道
浄
海
が
た
め
に
貴
寺
の
仏
法
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
る
よ
し
の 
こ
と
を
牒
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
四
・
九
） 
  
 
 
 
※ 
 
（
覚
）
我
等
遠
域
に
あ
て
、
そ
の
な
さ
け
を
感
ず
る
と
こ
ろ
に
、
清
盛
入 
道
尚
胸
気
を
を
こ
し
て
、
貴
寺
に
入
ら
ん
と
す
る
よ
し
、
ほ
の
か
に 
承
及
を
も
て
、
兼
て
用
意
を
い
た
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
南
都
牒
状
、
上
・
三
〇
二
・
七
） 
 
（
百
）
わ
れ
ら
遠
域
に
あ
つ
て
、
そ
の
情
を
感
ず
る
の
と
こ
ろ
に
、
清
盛 
入
道
、
な
ほ
凶
器
を
お
こ
し
て
貴
寺
に
入
ら
ん
と
す
る
の
よ
し
、
ほ 
の
か
に
も
つ
て
承
り
お
よ
ぶ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
四
、
第
三
五
句
、
牒
状
、
上
・
三
三
七
・
四
） 
  
 
 
 
※ 
 
（
覚
）
爰
に
帝
子
非
分
の
害
を
の
が
れ
む
が
た
め
に
、
ひ
そ
か
に
園
城
寺 
へ
入
御
の
時
、
義
仲
先
日
に
令
旨
を
給
る
に
よ
て
、
鞭
を
あ
げ
ん
と 
ほ
す
る
処
に
、
怨
敵
巷
に
み
ち
て
、
予
参
道
を
う
し
な
ふ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
木
曽
山
門
牒
状
、
下
・
八
五
・
一
四
） 
 
（
百
）
こ
こ
に
帝
子
非
分
の
害
を
の
が
れ
ん
が
た
め
に
、
園
城
寺
に
入
御 
の
時
、
義
仲
、
先
日
に
令
旨
を
賜
は
る
に
よ
つ
て､
鞭
を
あ
げ
ん
と 
欲
す
る
と
こ
ろ
に
、
怨
敵
巷
に
満
ち
、
予
参
道
を
失
ふ｡
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
六
句
、
義
仲
山
門
牒
状
、
中
・
二
〇
四
・
九
） 
  
 
 
 
※ 
 
（
覚
）
令
旨
の
趣
肝
に
銘
じ
、
同
類
の
か
な
し
み
魂
を
け
つ
。
是
に
よ
て 
東
国
北
国
の
源
氏
等
を
の
く
参
洛
を
企
て
、
平
家
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん 
と
ほ
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
木
曽
山
門
牒
状
、
下
・
八
六
・
四
） 
 
（
百
）
令
旨
の
趣
重
き
に
銘
じ
、
同
類
の
悲
し
み
魂
を
消
す
。
こ
れ
に
よ 
つ
て
、
東
国
、
北
国
の
源
氏
等
お
の
お
の
参
洛
を
く
は
だ
て
、
平
家 
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。 
 
 
 
 
（
巻
第
七
、
第
六
六
句
、
義
仲
山
門
牒
状
、
中
・
二
〇
五
・
三
） 
  
こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
本
来
的
な
漢
字
表
記
が
想
定
さ
れ
な
が
ら
も
読
み
分
け
が
無
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
文
書
部
分
で
あ
る
と
30
い
う
こ
と
が
読
み
分
け
を
す
る
と
い
う
結
論
に
な
る
の
で
は
無
く
、
読
み
分
け
が
さ
れ
て
い
る
部
分
が
見
い
だ
せ
る
と
い
う
根
拠
に
基
づ
き
、
当
該
部
分
が
本
来
的
に
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
想
定
さ
れ
る
。 
さ
て
、
覚
一
本
、
百
二
十
句
本
の
両
本
共
に
「
ム
ト
ス
」
と
し
て
い
る
用
例
は
先
に
示
し
た
以
外
に
一
例
存
す
る
。
た
だ
し
こ
の
用
例
は
訓
読
法
の
差
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
単
純
に
先
の
用
例
と
同
列
に
考
え
ら
れ
な
い
。
百
二
十
句
本
に
「
ム
ト
ス
」「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
の
両
語
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
用
例
を
次
に
記
す
。 
 
（
覚
）
故
朝
廷
開
基
の
後
、
数
千
余
歳
の
あ
ひ
だ
、
帝
猷
を
か
た
ぶ
け
、 
国
家
を
あ
や
ぶ
め
む
と
す
る
物
、
み
な
も
て
敗
北
せ
ず
と
い
ふ
事
な 
し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
福
原
院
宣
、
上
・
三
六
六
・
二
） 
 
（
百
）
か
る
が
故
に
朝
廷
開
基
の
後
、
数
千
余
歳
の
間
、
帝
位
を
傾
け
ん 
と
欲
し
、
国
家
を
危
う
せ
ん
と
す
る
者
、
皆
も
つ
て
敗
北
せ
ず
と
い 
ふ
事
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
巻
第
五
、
第
四
六
句
、
文
覚
、
中
・
七
四
・
八
） 
  
「
傾
帝
位
（
猷
）
欲
危
国
家
者
（
物
）」
で
あ
れ
ば
覚
一
本
の
よ
う
な
訓
読
に
な
り
、
百
二
十
句
本
の
よ
う
な
訓
読
に
は
な
り
得
な
い
。
諸
本
に
照
ら
し
て
も
、「
欲
」
字
を
「
帝
位
」
の
後
に
置
く
諸
本
が
斯
道
文
庫
本
以
下
全
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、
元
の
本
文
が
「
欲
」
字
を
「
傾
」
字
の
上
に
置
く
「
欲
傾
帝
位
（
猷
）
危
国
家
者
（
物
）」
で
あ
れ
ば
百
二
十
句
本
の
訓
読
が
成
り
立
つ
。
或
い
は
先
の
語
順
で
即
字
的
に
訓
読
を
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
が
正
し
く
対
応
し
て
い
る
箇
所
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
原
態
本
と
の
関
係
が
非
常
に
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
用
例
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
考
察
し
得
な
い
。 
 
以
上
、「
欲
」
字
訓
に
つ
い
て
も
「
則
」「
於
」
同
様
文
書
部
分
に
特
徴
的
に
読
み
分
け
が
指
摘
で
き
、
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
の
比
較
の
範
囲
内
に
於
い
て
、
語
り
本
の
原
態
は
『
平
家
物
語
』
全
体
を
通
じ
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
で
は
な
く
、
文
書
部
分
は
漢
字
表
記
で
あ
る
と
い
う
表
記
上
の
差
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
   
 
五
、
ま
と
め
と
課
題 
  
以
上
の
検
討
か
ら
、
次
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
 
「
則
」
字
訓
で
あ
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」「
ト
キ
ン
バ
」
を
覚
一
本
と
百
二
十
句
本
と
で
比
較
す
る
と
、
百
二
十
句
本
で
に
の
み
漢
籍
訓
読
語
の
「
ト
キ
ン
バ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
覚
一
本
と
対
応
関
係
を
示
す
部
分
は
牒
状
等
の
文
書
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
欲
」「
於
」
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
た
結
果
、
概
ね
同
様
の
結
果
を
示
し
、
百
二
十
句
本
で
は
漢
籍
訓
、
覚
一
本
で
は
仏
書
訓
を
用
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
「
漢
籍
訓
」「
仏
書
訓
」
と
し
て
い
る
が
、『
平
家
物
語
』
の
語
を
平
安
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
中
世
に
お
い
て
、
文
書
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
の
か
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 
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ま
た
、
右
の
結
論
を
踏
ま
え
て
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
成
立
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
す
れ
ば
、
原
態
の
『
平
家
物
語
』
は
文
書
を
漢
字
表
記
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
語
り
本
系
に
は
熱
田
本
や
平
松
家
本
な
ど
の
よ
う
に
漢
字
表
記
の
本
文
が
存
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を
原
態
と
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
漢
字
表
記
の
も
の
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
に
改
め
た
と
す
る
と
、
文
書
部
分
に
特
徴
的
に
対
応
関
係
が
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
く
、
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
均
質
に
見
い
だ
せ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
１
１
。 
実
際
に
文
書
等
の
漢
文
が
成
立
の
前
段
階
に
存
在
し
た
か
否
か
ま
で
は
確
た
る
こ
と
が
言
え
な
い
と
し
て
も
、
文
書
部
分
に
は
そ
れ
相
当
の
用
語
意
識
が
働
き
、
し
か
も
訓
読
法
を
意
識
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
１
２
。 
                                         
          
 
１ 
拙
稿
「
平
家
物
語
「
則
」
字
考
」（『
滋
賀
大
国
文
』
第
三
二
号
、
平
六
・
四
） 
２ 
本
稿
で
使
用
し
た
本
文
は
次
の
通
り
。 
［
覚
一
本
］
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
下
（
高
木
一
之
助
・
小
澤
正
夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
三
四
・
二
、
昭
三
五
・
一
一
） 
［
百
二
十
句
本
］
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
『
平
家
物
語
』
上
中
下
（
水
原
一
校
注
、
新
潮
社
、
昭
五
四
・
四
、
昭
五
五
・
四
、
昭
五
六
・
一
二
） 
３ 
小
林
芳
規
「
博
士
読
の
源
流 
ト
キ
ン
バ
を
一
例
と
し
て
」（『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
第
一
五
号
）、
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
四
二
・
三
） 
４ 
い
ず
れ
も
新
潮
日
本
古
典
文
学
集
成
『
平
家
物
語
』
の
頭
注
に
よ
る
。 
５ 
大
坪
併
治
氏
は
、「「
に
し
て
」
と
「
に
お
い
て
」
と
の
間
に
混
同
が
起
こ
り
、
「
に
お
い
て
」
が
「
に
し
て
」
と
同
様
、
場
所
や
時
間
を
も
表
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
か
な
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。」（『
訓
点
語
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、「
オ
イ
テ
」
の
項
）
と
さ
れ
て
い
る
。
用
例
数
が
乏
し
い
の
で
断
定
は
避
け
た
い
が
、
                                        
                                        
                                     
 
百
二
十
句
本
の
方
が
比
較
的
「
ニ
オ
イ
テ
」
の
伝
統
的
な
用
法
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
６ 
平
家
物
語
と
変
体
漢
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
既
に
青
木
孝
氏
（「
吾
妻
鏡
構
文
上
の
一
特
色 
述
語
の
上
に
、
助
字
「
於
（
オ
）」
を
つ
け
て
補
足
語
を
提
示
す
る
型
」『
青
山
女
子
短
期
大
学
紀
要
』、
第
二
十
三
輯
、
一
二
・
一
三
頁
、
昭
四
四
・
一
一
）
に
指
摘
が
あ
る
。 
７ 
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
平
家
物
語
』
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
文
体
は
実
は
「
祭
文
」（
願
文
）
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
文
体
に
し
て
も
表
記
と
し
て
漢
字
表
記
で
あ
る
か
ら
論
の
展
開
上
影
響
の
無
い
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
本
文
ど
お
り
「
祝
詞
」
と
し
た
。 
８ 
斯
道
文
庫
本
、
平
松
本
、
竹
柏
園
本
に
は
「
而
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
９ 
『
平
家
物
語
総
索
引
』（
金
田
一
春
彦
・
清
水
功
・
近
藤
政
美
編
、
学
習
研
究
社
、
昭
四
八
・
四
） 
１
０ 
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
四
二
・
三
）
三
六
二
頁
等 
１
１ 
拙
稿
「
平
松
家
本
『
平
家
物
語
』
の
「
於
」
字
の
用
法
に
つ
い
て
」（『
文
教
国
文
学
』
第
六
二
号
、
平
三
〇
・
二
）
に
お
い
て
、「
於
」
字
の
用
法
が
文
書
と
そ
れ
以
外
と
で
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
従
っ
て
、
仮
に
原
態
が
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
と
し
て
も
用
字
上
文
書
と
そ
れ
以
外
と
で
は
均
質
で
は
無
い
。 
１
２ 
実
字
「
終
日
」
に
つ
い
て
そ
の
訓
読
語
の
対
応
関
係
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
文
書
に
は
そ
の
用
例
自
体
を
見
出
せ
ず
、
文
書
以
外
の
用
例
で
あ
る
が
、
文
書
に
見
ら
れ
た
と
全
く
逆
の
傾
向
、
つ
ま
り
覚
一
本
で
は
漢
籍
訓
、
百
二
十
句
本
で
は
仏
書
訓
と
い
う
対
応
関
係
が
見
出
せ
た
。
つ
ま
り
、
文
書
と
そ
れ
以
外
の
文
と
で
は
異
な
る
用
語
意
識
が
存
す
る
の
で
あ
る
。 
 
［
付
記
］
本
稿
は
、
大
学
院
生
の
頃
に
執
筆
し
た
学
位
論
文
の
一
部
に
加
筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
位
論
文
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
松
本
光
隆
先
生
よ
り
手
厚
い
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
の
度
先
生
が
広
島
大
学
を
退
職
さ
れ
る
に
際
し
、
本
稿
を
も
っ
て
学
恩
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と
し
た
い
。 
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